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とちぎの元気な森づくり県民税事業の成果等、課題と今後の使途等
事業費

事業の成果等 (H27末実績) 課題と今後の使途等
千円 　【課題】

奥山林間伐 ・全体計画30,900haのうち約８割整備 3,630,816
(ﾊﾞｲｵﾏｽ利用含む)

・間伐の実施により、森林を健全な状
　環利用を進めていくことが課題

　林の水源涵養等の公益的機能が維持
【使途等】

・間伐材をバイオマス資源として利活 ・伐採期を迎えている人工林を、資源
　用する取組に支援し、今後の森林管 　として活用することに重点
　理に対する意欲が変化 ・管理にかかる追加費用を最小化し、

　持続的な森林管理が可能となるよう
　な誘導策を講じる
・所有者や境界不明森林の増加の対策
　が急務

千円 　【課題】
奥山林獣害対策 ・獣害対策の実施により、被害の拡大 578,638 ・獣害は県北西部を中心に分布し、増

　を防止することで、森林の水源涵養 　加傾向
　等の公益的機能が維持 ・獣類の生息数は増加しており、生息

・獣害対策を1,772ha実施したことによ 　害の発生地域の拡大が懸念されるた
　り、約68億円相当の被害を防止

千円 　【課題】
里山林整備 ・整備により見通しが良くなり、里山 1,695,164 ・交付金対象期間（５年）終了後、維

　林が持つ価値（景観、文化、生物多 　持管理が行われていない箇所があり、
　様性等）を活かした取組が行われ、 　今後の継続的な維持管理が課題
　児童生徒たちの通学の安全・安心の
　確保、野生獣による農作物被害の軽
　減

千円 　【課題】
木材利用 ・県内の約４割の小中学校に、学習用 691,672 ・木材を利用することが、健全な森林

　机・椅子を14,600セット配布し、森 　の維持につながっていくことについ
　林整備の必要性の理解促進 　て、引き続き県民の理解促進に取り

　組む必要
・県民が直接利用する機会の多い市町
　の公共施設等に木製ベンチを2,000
　基配布することで、県民税等の普及 ・林業生産活動の活性化と木材需要の
　啓発活動に広がり 　創出を両輪として進める

・公共施設の木造・木質化や地域にお
　ける木の良さ普及啓発活動などに支
　援し、木材利用が森林保全に果たす
　役割の重要性についての役割が深ま
　った

千円 　【課題】
普及啓発 ・とちぎの森づくりホームページや 362,909 ・税事業は、県民の協力により実施し

　とちぎ「森の楽校」などの体験講座 　ていくものであるから、事業内容や
　により、県民の森づくり活動等への 　効果等について、引き続き県民への
　参加が促進 　周知に努めていく必要あり

・広報事業において、とちぎの元気な
　森づくり県民税の趣旨や事業内容等
　の県民理解の促進に寄与

・毎年度、評価委員会により事業の執
　行状況や効果等について評価を受け、
　より効果的な税事業の実施を担保

・県民やボランティアを対象とした
　森づくり活動、子供たちの森林環境
　学習などを支援し、森づくりや身近
　なみどりを守り育てることの大切さ
　の理解が深まった

・事業を導入した森林は、継続して健
　全な状態に維持する必要あり
・伐採木の有効活用等、森林資源の循

　態にすることで林地が保全され、森

　区域も拡大傾向にあることから、獣

　め、獣害対策の強化が必要

【使途等】
・獣害の拡大防止の対策が急務

【使途等】


